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(54)【発明の名称】 液晶パネルの製造方法および製造装置

(57)【要約】
【課題】  封止材硬化時のＵＶ照射による液晶パネルの
ＴＦＴ特性劣化を防止し、表示むらをなくし品質の向上
を図る。
【解決手段】  一対の基板１，２をシール剤を介して対
向させ、このシール剤を硬化させ注入口より液晶を注入
した後に、注入口をＵＶ硬化樹脂５にて封止させる構成
において、液晶パネルの注入口が位置する辺の有効画素
部側からブラックマトリクス４上にかけて、パネル水平
面に対する垂直方向に重なりを持つように液晶パネルの
上下面にＵＶ遮光マスク３ａ，３ｂを配置し、パネル端
面の側方から注入口にＵＶ照射し、注入口を封止させ
る。これにより、液晶注入後に注入口をＵＶ硬化樹脂５
により封止する際に、照射したＵＶ光が有効画素部まで
回り込み局所的にＴＦＴ特性を劣化させることを防止
し、有効画素部に表示むらの発生のない品質の優れた液
晶パネルを供給することができる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  一対の基板をシール剤を介して対向さ
せ、このシール剤を硬化させ注入口より液晶を注入した
後に、前記注入口をＵＶ硬化樹脂にて封止させる液晶パ
ネルの製造方法であって、液晶パネルの前記注入口が位
置する辺の有効画素部側からブラックマトリクス上にか
けて、パネル水平面に対する垂直方向に重なりを持つよ
うに液晶パネルの上下面にＵＶ遮光マスクを配置し、パ
ネル端面の側方から前記注入口にＵＶ照射し、前記注入
口を封止させることを特徴とする液晶パネルの製造方
法。
【請求項２】  ＵＶ遮光マスクをブラックマトリクスに
対して少なくとも基板の厚み分の重なりを持つように配
置する請求項１記載の液晶パネルの製造方法。
【請求項３】  対向する一対の基板間に液晶を注入し、
注入口をＵＶ硬化樹脂にて封止可能とした液晶パネルの
製造装置であって、液晶パネルの前記注入口が位置する
辺の有効画素部側からブラックマトリクス上に、パネル
水平面に対する垂直方向に重なりを持つように液晶パネ
ルの上下面に配置されるＵＶ遮光マスクと、このＵＶ遮
光マスクに対する前記液晶パネルの位置を規正するパネ
ル規正機構と、前記ＵＶ硬化樹脂を硬化させるＵＶ光と
を備え、前記ＵＶ光のＵＶ照射面と前記ＵＶ遮光マスク
の側端面が一致するようにＵＶ遮光マスクが配置されて
いることを特徴とする液晶パネルの製造装置。
【請求項４】  パネル規正機構は、ＵＶ遮光マスクの側
端面に設けた本体と、この本体の一端に設けられ液晶パ
ネルの端面を規正するパネル規正ピンとを有する請求項
３記載の液晶パネルの製造装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】この発明は、特にＴＦＴパネ
ルのＵＶ光によるＴＦＴ特性劣化を防止し、品質の優れ
た液晶パネルの製造方法および製造装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】液晶パネルの製造方法としては、ガラス
基板上にトランジスタ素子がマトリクス状に配置された
ＴＦＴ基板と、ブラックマトリクス及びＲ，Ｇ，Ｂ画素
がマトリクス状に配置されたＣＦ基板に、ポリイミドよ
りなる配向剤をフレキソ印刷法等により形成した後、ラ
ビング処理等により配向処理を施す。つぎにＴＦＴまた
は、ＣＦ基板の一方にエポキシ樹脂等よりなるシール剤
をスクリーン印刷法等により、リング状に設けた後、球
状のスペーサを均一に複数個配置する。
【０００３】このＴＦＴ基板とＣＦ基板を上下対向する
ように位置合わせ装置上に配置し、位置合わせを行った
後加圧、貼合わせを行う。
【０００４】ついで、位置合わせ装置から取り出し、定
盤間で加圧しつつ、１５０℃に保ちシール剤の硬化及び
所定ギャップを形成した後所定の寸法に分割し液晶を注
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入し、注入口にＵＶ硬化樹脂を塗布しＵＶを照射し硬化
させ封止しパネルを得ていた。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】しかしながら、従来の
液晶パネルの製造方法では、注入口の封止剤硬化時にＵ
Ｖ光が液晶パネルの有効画素部まで照射されることによ
り、照射部のＴＦＴ特性が劣化し、表示むらを生じ、表
示品質が劣るという問題点があった。
【０００６】したがって、この発明の目的は、上記従来
の課題を解決するもので、封止材硬化時のＵＶ照射によ
る液晶パネルのＴＦＴ特性劣化を防止し、表示むらのな
い品質の優れた液晶パネルの製造方法および製造装置を
提供することである。
【０００７】
【課題を解決するための手段】前記の問題を解決するた
めにこの発明の請求項１記載の液晶パネルは、一対の基
板をシール剤を介して対向させ、このシール剤を硬化さ
せ注入口より液晶を注入した後に、前記注入口をＵＶ硬
化樹脂にて封止させる液晶パネルの製造方法であって、
液晶パネルの前記注入口が位置する辺の有効画素部側か
らブラックマトリクス上にかけて、パネル水平面に対す
る垂直方向に重なりを持つように液晶パネルの上下面に
ＵＶ遮光マスクを配置し、パネル端面の側方から前記注
入口にＵＶ照射し、前記注入口を封止させる。
【０００８】このように、液晶パネルの注入口が位置す
る辺の有効画素部側からブラックマトリクス上にかけ
て、パネル水平面に対する垂直方向に重なりを持つよう
に液晶パネルの上下面にＵＶ遮光マスクを配置し、パネ
ル端面の側方から注入口にＵＶ照射し、注入口を封止さ
せるので、液晶注入後に注入口をＵＶ硬化樹脂により封
止する際に、照射したＵＶ光が有効画素部まで回り込み
局所的にＴＦＴ特性を劣化させることを防止し、有効画
素部に表示むらの発生のない品質の優れた液晶パネルを
供給することができる。
【０００９】請求項２記載の液晶パネルの製造方法は、
請求項１において、ＵＶ遮光マスクをブラックマトリク
スに対して少なくとも基板の厚み分の重なりを持つよう
に配置する。このように、ＵＶ遮光マスクをブラックマ
トリクスに対して少なくとも基板の厚み分の重なりを持
つように配置するので、入射角４５度以下の角度でＵＶ
光がパネルに入射してもブラックマトリクスにより有効
画素部まで進行することを防止できる。
【００１０】請求項３記載の液晶パネルの製造装置は、
対向する一対の基板間に液晶を注入し、注入口をＵＶ硬
化樹脂にて封止可能とした液晶パネルの製造装置であっ
て、液晶パネルの前記注入口が位置する辺の有効画素部
側からブラックマトリクス上に、パネル水平面に対する
垂直方向に重なりを持つように液晶パネルの上下面に配
置されるＵＶ遮光マスクと、このＵＶ遮光マスクに対す
る前記液晶パネルの位置を規正するパネル規正機構と、
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前記ＵＶ硬化樹脂を硬化させるＵＶ光とを備え、前記Ｕ
Ｖ光のＵＶ照射面と前記ＵＶ遮光マスクの側端面が一致
するようにＵＶ遮光マスクが配置されている。
【００１１】このように、ＵＶ遮光マスクを設けたの
で、一対の基板を正確に位置合わせし、貼り合わせ、シ
ール剤を硬化し所定寸法に分割、液晶注入後に注入口を
ＵＶ硬化樹脂により封止する際に、照射したＵＶ光が有
効画素部まで回り込み局所的にＴＦＴ特性を劣化させる
ことを防止し、有効画素部に表示むらのない品質の優れ
た液晶パネルを供給することができる。
【００１２】また、パネルの規正機構を設けたので、パ
ネルの分割寸法精度の影響を受けることなくパネル端か
らＵＶ光を遮光することができ、同様に品質の優れた液
晶パネルを繰り返し安定して供給することができる。す
なわち、ＵＶ照射面とＵＶ遮光マスクの側端面が一致す
る場合はパネルの分割寸法精度が影響しないが、一致し
ない状態でパネルを規正すると、パネル端面とブラック
マトリクスの距離が分割精度により変化してしまうた
め、ＵＶ遮光マスクとブラックマトリクスとの重なり寸
法が変化してしまい分割精度の影響を受ける。このた
め、ＵＶ光のＵＶ照射面と前記ＵＶ遮光マスクの側端面
を一致させるようにパネル規正することによりパネル分
割寸法精度の影響を受けなくなる。
【００１３】また、ＵＶ遮光マスクの側端面とパネル面
とは直角に配置されることにより、パネル面の延長方向
からＵＶ照射することができる。
【００１４】請求項４記載の液晶パネルの製造装置は、
請求項３において、パネル規正機構は、ＵＶ遮光マスク
の側端面に設けた本体と、この本体の一端に設けられ液
晶パネルの端面を規正するパネル規正ピンとを有する。
【００１５】このように、パネル規正機構は、ＵＶ遮光
マスクの側端面に設けた本体と、この本体の一端に設け
られ液晶パネルの端面を規正するパネル規正ピンとを有
するので、パネルの端面をパネル規正ピンに当接させる
ことで、ＵＶ遮光マスクとブラックマトリクスが所定寸
法重なるように位置決めできる。
【００１６】
【発明の実施の形態】この発明の実施の形態を図１およ
び図２に基づいて説明する。図１（ａ）はこの発明の実
施の形態の液晶パネルの製造方法および製造装置の平面
図、（ｂ）は（ａ）のＡ－Ａ′断面図、図２はこの発明
の実施の形態の液晶パネルの製造装置におけるパネル規
正機構の斜視図である図１において、１はＴＦＴ基板、
２はＣＦ基板、３ａ，３ｂはＵＶ遮光マスク、４はブラ
ックマトリクス、５はＵＶ硬化樹脂、６はブラックマト
リクスとＵＶマスクの重なり量である。図１に示すよう
にこの液晶パネルの製造装置は、対向するＴＦＴ基板１
とＣＦ基板２との間に液晶を注入し、注入口をＵＶ硬化
樹脂５にて封止可能とした構成において、ＵＶ遮光マス
ク３ａ，３ｂと、このマスク端に設けられるパネル規正
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機構と、ＵＶ硬化樹脂５を硬化させるＵＶ光とを備えて
いる。
【００１７】ＵＶ遮光マスク３ａ，３ｂは、液晶パネル
の注入口が位置する辺の有効画素部１０側からブラック
マトリクス４上にかけて、パネル水平面に対する垂直方
向に重なり６を持つように液晶パネルの上下面に配置さ
れる。この場合、ＵＶ遮光マスク３ａ，３ｂをブラック
マトリクス４に対して少なくとも基板１，２の厚み分の
重なりを持つように配置している。
【００１８】パネル規正機構は、ＵＶ遮光マスク３ａ，
３ｂに対する液晶パネルの位置を規正する。この場合、
図２に示すようにＵＶ遮光マスク３ａの側端面に設けた
本体９と、この本体９の一端に設けられ液晶パネルの端
面を規正するパネル規正ピン７とを有する。本体９とパ
ネル規正ピン７は一組備えており、それぞれ液晶パネル
の端面に設けられた注入口の封止部８ａ，８ｂの外側に
配置される。また、ＵＶ光のＵＶ照射面（照射方向に対
して垂直な面）とＵＶ遮光マスク３ａ，３ｂの側端面が
一致するようにＵＶ遮光マスク３ａ，３ｂが配置されて
いる。
【００１９】次に液晶パネルの製造方法について説明す
る。ガラス基板上にトランジスタ素子がマトリクス状に
配置されたＴＦＴ基板１（板厚０．７ｍｍ）と、ブラッ
クマトリクス及びＲ，Ｇ，Ｂ画素がマトリクス状に配置
されたＣＦ基板２（板厚０．７ｍｍ）に、ポリアミック
酸のＮ－メチル２ピロリドン溶液を厚さ８００オングス
トロームになるようにフレキソ印刷法より形成した。こ
の基板を１９０℃９０分加熱しポリイミドの皮膜を得た
後、レーヨン製の布にて配向処理を行った。この基板に
エポキシ樹脂よりなるシール剤をディスペンサにより形
成し、平均粒子径４．７μｍのガラススペーサを１２０
個／ｍｍ2 の密度で分散した。この基板にディスペンサ
にてＵＶ仮止め接着剤を４箇所塗布した。
【００２０】しかる後、ＴＦＴ基板１とＣＦ基板２が対
向するよう、位置合わせ装置に取付、正確に位置合わせ
した後０．３ｋｇ／ｃｍ2 の力で加圧しつつＵＶを５０
０ｍｊ／ｃｍ2 の光量で照射し、仮止め接着剤を硬化せ
しめた。この基板を０．５ｋｇ／ｃｍ2 の力で加圧しつ
つ、１５０℃６０分間加熱し、シール剤を硬化させた
後、液晶を注入し、有効画素部からブラックマトリクス
４に０．７ｍｍ重なるようにＵＶ遮光マスク３ａ，３ｂ
を設置し、注入口をＵＶ硬化樹脂にて封止後、照射強度
２００から４００ｍＷで５ｓｅｃ間ＵＶ光を照射する。
このとき、パネルの規正機構を設けたので、パネルの分
割寸法精度の影響を受けることなくパネル端からＵＶ光
を遮光することができる。すなわち、ＵＶ照射面とＵＶ
遮光マスク３ａ，３ｂの側端面が一致する場合はパネル
の分割寸法精度が影響しないが、一致しない状態でパネ
ルを規正すると、パネル端面とブラックマトリクスの距
離が分割精度により変化してしまうため、ＵＶ遮光マス
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クとブラックマトリクスとの重なり寸法が変化してしま
い分割精度の影響を受ける。このため、ＵＶ光のＵＶ照
射面と前記ＵＶ遮光マスク３ａ，３ｂの側端面を一致さ
せるようにパネル規正することによりパネル分割寸法精
度の影響を受けなくなる。この状態で、パネルの端面を
パネル規正ピン７に当接させることで、ＵＶ遮光マスク
３ａ，３ｂとブラックマトリクス４が所定寸法重なるよ
うに位置決めできる。またＵＶ光を照射する際、ＵＶ遮
光マスク３ａ，３ｂの側端面とパネル面とは直角に配置
されることにより、パネル面の延長方向からＵＶ照射す
ることができる。これによりＵＶ硬化樹脂５を硬化させ
パネルを得た。
【００２１】この後に偏光板を貼付けて得られた液晶パ
ネルは、ＴＦＴ特性に局所的な劣化は見られず、面内に
表示むらのない、品質の優れた液晶パネルであった。上
記構成のＵＶ遮光マスクにより入射角４５°以下のＵＶ
光が表示エリアに当たることがなくなり、大半のＵＶ光
が遮光されるのでより効果が得られる。
【００２２】なお、比較例として液晶注入の完了したパ
ネルの注入口を、ＵＶ遮光マスクを設置せずにＵＶ硬化
樹脂にて封止させたところ、注入口付近のＴＦＴ特性に
劣化が見られ、表示むらのある表示品質に劣る液晶パネ
ルであった。
【００２３】以上のようにこの実施の形態によれば、液
晶注入後に注入口をＵＶ硬化樹脂により封止する際に、
照射したＵＶ光が有効画素部まで回り込み局所的にＴＦ
Ｔ特性を劣化させることを防止し、有効画素部に表示む
らの発生のない品質の優れた液晶パネルを供給すること
ができる。また、ＵＶ遮光マスクをブラックマトリクス
に対して少なくとも基板の厚み分の重なりを持つように
配置するので、入射角４５度以下の角度でＵＶ光がパネ
ルに入射してもブラックマトリクスにより有効画素部ま
で進行することを防止できる。
【００２４】
【発明の効果】この発明の請求項１記載の液晶パネルの
製造方法によれば、液晶パネルの注入口が位置する辺の
有効画素部側からブラックマトリクス上にかけて、パネ
ル水平面に対する垂直方向に重なりを持つように液晶パ
ネルの上下面にＵＶ遮光マスクを配置し、パネル端面の
側方から注入口にＵＶ照射し、注入口を封止させるの
で、液晶注入後に注入口をＵＶ硬化樹脂により封止する
際に、照射したＵＶ光が有効画素部まで回り込み局所的*
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*にＴＦＴ特性を劣化させることを防止し、有効画素部に
表示むらの発生のない品質の優れた液晶パネルを供給す
ることができる。
【００２５】請求項２では、ＵＶ遮光マスクをブラック
マトリクスに対して少なくとも基板の厚み分の重なりを
持つように配置するので、入射角４５度以下の角度でＵ
Ｖ光がパネルに入射してもブラックマトリクスにより有
効画素部まで進行することを防止できる。
【００２６】この発明の請求項３記載の液晶パネルの製
造装置によれば、ＵＶ遮光マスクを設けたので、一対の
基板を正確に位置合わせし、貼り合わせ、シール剤を硬
化し所定寸法に分割、液晶注入後に注入口をＵＶ硬化樹
脂により封止する際に、照射したＵＶ光が有効画素部ま
で回り込み局所的にＴＦＴ特性を劣化させることを防止
し、有効画素部に表示むらのない品質の優れた液晶パネ
ルを供給することができる。
【００２７】また、パネルの規正機構を設けたので、パ
ネルの分割寸法精度の影響を受けることなくパネル端か
らＵＶ光を遮光することができ、同様に品質の優れた液
晶パネルを繰り返し安定して供給することができる。ま
た、ＵＶ遮光マスクの側端面とパネル面とは直角に配置
されることにより、パネル面の延長方向からＵＶ照射す
ることができる。
【００２８】請求項４では、パネル規正機構は、ＵＶ遮
光マスクの側端面に設けた本体と、この本体の一端に設
けられ液晶パネルの端面を規正するパネル規正ピンとを
有するので、パネルの端面をパネル規正ピンに当接させ
ることで、ＵＶ遮光マスクとブラックマトリクスが所定
寸法重なるように位置決めできる。
【図面の簡単な説明】
【図１】（ａ）はこの発明の実施の形態の液晶パネルの
製造方法および製造装置の平面図、（ｂ）は（ａ）のＡ
－Ａ′断面図
【図２】この発明の実施の形態の液晶パネルの製造装置
におけるパネル規正機構の斜視図
【符号の説明】
１  ＴＦＴ基板
２  ＣＦ基板
３ａ，３ｂ  ＵＶ遮光マスク
４  ブラックマトリクス
５  ＵＶ硬化樹脂
６  ブラックマトリクスとＵＶマスクの重なり量
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